
 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 10 月号 

～あなたの知らない飼育員の世界～ 

ゾウの耳を持ちながら一緒に歩く

ことで、歩き方がおかしくないか

などを見ているよ。 

ちなみに、耳は痛くないくらいに

持ちます。 

背中をきれいにお掃除。 

寝かせることで、背中に

異常がないかチェックす

ることができるよ。 

 
ネイルサロンへようこそ！ 

爪の手入れをしているよ。 

野生に比べれば歩く距離が短

いので、爪が伸びてきてしま

うんだ。 

きれいに整えてあげるよ。 

ハイタッチ！ 

足の裏を調べるよ！ 

ゾウは人が出す指示を覚えることができます。 

直接触れることができるからこそ、毎日きめ細かなケアができます。 

檻越しにいる動物はこうはいきません。 

ゾウは大きく強い動物ですから、私たちも気をつけながら作業に 

当たります。 

これらの作業は朝いちばんに見ることができますので、開園時間 

目指して来てね！ 

ゾウと飼育員が一緒に何かしているよ。 

何してるんだろう？ 

ちょっと聞いてみよう！ 

 

飼育員 

タカハラ 



 
 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

１１月の予定 

干支と記念撮影：10 日（日）、17 日（日）、24 日（日） 

動物たちに年賀状を書こう：16（土）～24 日（日） 

詳細はかみね動物園ホームページ http://www.city.hitachi.lg.jp/zoo/                                                       

または ０２９４(２２)５５８６ までお問い合わせください 

 10:15 ゾウ 

11:00 チンパンジー 

11:30 ペンギン 

    キリン 

13:00 マンドリル 

13:15 ゾウ 

13:30 カピ！バラエティハウス 

    チンパンジー 

14:00 キリン 

15:00 チンパンジー 

15:30 ペンギン 

16:00 トラ・ライオン 

＊もぐもぐタイムの時間＊   

注意：時間変更・中止になる場合もございます。 

（平日）                     （土日祝） 

11:00 ペンギン 

11:30 キリン 

13:00 マンドリル● 

13:15 カピバラ 

13:30 チンパンジー・ウミウ● 

14:30 エゾヒグマ 

15:30 ペンギン 

16:00 トラ・ライオン● 

 

 

 

※水曜日のエゾヒグマのおやつタイムはお休みします。 

※は虫類とのふれあいは土日祝の 11 時～12 時です。 

 

 

                                                                                                        

11:00 ペンギン 

11:30 キリン 

13:00 マンドリル● 

13:15 カピバラ 

13:30 チンパンジー・ウミウ● 

14:30 エゾヒグマ 

15:30 ペンギン 

16:00 トラ・ライオン● 

 

●は見学のみ 

園長のひとりごと 
 園長への手紙で「トラが 1 頭でさみしそう」というご意見を頂戴する。

確かにオスが亡くなって以来６年間、メスのサワちゃんはずっと 1 頭であ

る。うちのようなベンガル系のトラは雑種が多くなり、あまり増やさない

という大人の事情があるのだが、小さな子に説明するのは難しいので、「ト

ラは単独で暮らすのでさみしくはないです」と答えている。まあ、間違っ

てはいないが本当の理由ではない。困るのはカバ。2 年前に母が亡くなり

娘チャポン 1 頭で暮らすが、群れで暮らすメスのカバにとってトラの理由

は使えない。動物愛護の方たちも、群れ社会の動物に対する単独飼育を戒

めるが、ここでホントの理由を書くほど字数に余裕はないので先へ進む。 

 群れで暮らす我々人間も一人で行動すると何かと変に感心される。山や

旅行、動物園にコンサートなど一人で行ったと言うと、へえー、とか。時

間も目的も自分で好きなように選べる単独行動ほど気軽なものはない。ま

あ、妻を誘っても 8 割は断られるというつらい事情もあるのだが。最近は

おひとり様歓迎のお店や企画が多くなってる。私も一人焼き肉やひとりカ

ラオケをしたことあるし、アフリカもおひとり様限定のツアーだった。あ、

このコラムも「ひとりごと」だった！社会性のある人間もどこかで一人に

なる時間を欲しているのかもしれない。と言いながら、おひとり様の愛娘

を案じつつ今夜も一人、近所の酒場へ足を運ぶのである。 

 


